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第６章    計画の推進のために 

 

 

１ 地域福祉推進体制の充実 

地域福祉の推進にあたっては、小域福祉圏（１４地区）の核となる「地域ケアシス

テム推進連絡会」で取り上げられた地域課題を「地区推進会議」で共有し、課題解決

に向けた検討・提案を地域が中心となって進めていきます。 

本市は、地域活動の報告・提案を受けて課題解決への支援及び政策的課題への取組

につなげて、その結果を地域住民と共有することで、ともに解決に向けた取組をさら

に進めていきます。 

 

  

地域ケアシステム推進連絡会（小域福祉圏１４地区）：年数回 

地域の問題を地域で共有し解決に向けた検討を行う場。 

プラットフォームを目指して、地域のボランティア・ＮＰＯ団体、障害者団体等との連携を図り、よ

り多くの地域住民や地域福祉関係者を巻き込みながら、課題解決へ向けての活動を展開。 

【構成メンバー】自治（町）会関係者、民生委員・児童委員、高齢者クラブ関係者、子ども会関係者、

ボランティア・ＮＰＯ団体関係者、障害者団体関係者、学校関係者、 

地域ケアシステムの相談員、高齢者サポートセンター職員、コミュニティワーカー、 

社会福祉協議会職員、市職員等  （地区によって異なる） 

要望・提案 
報告 

地区推進会議：年３回程度 

各地域課題の検討の場。 

地域、コミュ二ティワーカー、社会福祉協議会、行政の役割分担を踏まえながら、振り返りシート 

（８６ページ）をもとに、小域福祉圏（１４地区）ごとの地域課題に関する進行管理・検証を行う。 

【構成メンバー】地区社会福祉協議会の代表者、ボランティア協会代表者、コミュニティワーカー、

社会福祉協議会職員、市職員、会議で検討する地域課題の関係者 

報告・提案 
報告 

市川市地域包括ケアシステム推進委員会：年数回 

地域課題に対応する施策の検討を行う場。 

関係各課相互の連携を図りながら地域課題の情報共有と対応する施策の検討を行う。 

【構成部】福祉部、市民部、保健部、街づくり部、会議で検討する地域課題の関係部 

市川市社会福祉審議会：年数回 

本市における地域福祉、高齢者福祉、障害者福祉その他社会福祉 

に関する事項について調査審議するための諮問機関。 

【構成メンバー】学識経験者、関係団体の推薦を受けた社会福祉事業・ 

社会福祉活動を行う者、関係行政機関の職員、公募による市民等 

必要に応じ 
諮問・報告 答申・意見 

市 川 市 
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＜小域福祉圏（１４地区）＞ 

 

  

① 国府台地区 

② 国分地区 

③ 曽谷地区 

④ 大柏地区 

⑤ 宮久保・下貝塚地区 

⑥ 市川第一地区 

⑦ 市川第二地区 

⑧ 真間地区 

⑨ 菅野・須和田地区 

⑩ 八幡地区 

⑪ 市川東部地区 

⑫ 信篤・二俣地区 

⑬ 行徳地区 

⑭ 南行徳地区 
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＜振り返りシート＞ 

 地域住民、社会福祉協議会、コミュニティワーカー、行政が各地区の地域課題の情報共有を行う

とともに、地域課題に関してどのように取り組んだのかを毎年度振り返るためのシートです。本市

は、施策の検討にあたっての地域課題の正確な把握と、地域課題に関する適切な進行管理のため、

このシートを活用していきます。なお、このシートは市川市社会福祉協議会が策定する「わかちあ

いプラン」との共通フォーマットです。 
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２ 計画の進行管理 

     地域課題に対応する施策については、市川市地域包括ケアシステム推進委員会において

検討し、毎年度、地区推進会議に報告します。また、本計画全体の進捗状況については、

下記のとおり２種類の指標で評価を行い、その結果を公表します。 

   ＜アウトプット指標（施策・事業を実施したことにより生じた結果を表す指標）＞ 

進行管理事業ごとに、数値目標等に対する実績、課題、対応策等について、毎年度評価

を行います。 

＜アウトカム指標（施策・事業を実施したことにより生じた成果を表す指標）＞ 

  進行管理事業を位置づける施策の方向ごとに、下表の内容について、 

平成３０年度、平成３２年度、平成３４年度に、それぞれ評価・分析を行います。 

施策の方向 測定方法 内容 目標 

1 情報の提供 

e-モニターアン

ケート＊ 

※施策の方向６

については、福

祉サービス利用

者のみを対象 

必要な福祉に関する情報を得ら

れていると思う割合 
増加 

2 地域における相

談支援・生活支援

の充実 

福祉に関する相談が必要な場合

にどこに相談すればいいか知っ

ている割合 

増加 

4 権利擁護と見守

り体制の充実 
成年後見制度を知っている割合 増加 

5 サービスの質の

向上 

福祉サービスの質に満足してい

る割合 
増加 

6 福祉コミュニテ

ィの充実 

地域コミュニティ（お祭り、防災

訓練、公園清掃、その他地域の行

事）に参加している割合 

増加 

7 地域における防

災体制充実の推進 

地域での関係づくりなど、防災体

制の整備に向けた地域活動が充

実していると思う割合 

増加 

8 ボランティア・Ｎ

ＰＯ活動の推進 

ボランティア・ＮＰＯ活動に参加

している割合 
増加 

11 住環境の整備 
バリアフリー対応など住宅に関

する不安を感じている割合 
減少 

13 就労と社会的

自立の支援 

就労支援、社会的自立の支援が充

実していると思う割合 
増加 

15 移動の自由の

確保 
移動に関して不自由を感じる割合 減少 

16 地域福祉に対

する意識の啓発 

支え合いの意識を持って地域福

祉活動に参加している割合 
増加 

17 地域活動の担

い手の確保と育成 

福祉委員へのア

ンケート 

地域活動の担い手が確保できて

いると思う割合 
増加 

18 地域資源の有

効活用 

地域活動の場が確保できていると 

思う割合 
増加 

19 情報共有・管

理の充実 

活動に必要な情報の取得方法、適

切な保管・管理方法を知っている

割合 

増加 
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３ 市川市社会福祉協議会との連携強化 

     地域福祉は、公的な責任による「公助」だけでは対応が困難であるとともに、個人の「自

助」だけでも限界があることから、近隣の住民による「互助」やボランティア・ＮＰＯ団

体等と協働した「共助」が欠かせないものとなっています。そして、地域福祉の原点は住

んでいる地域を基盤とした人間関係（地縁）であるとの考えに立つ市川市社会福祉協議会

の「わかちあいプラン」では、この「互助」と「共助」に係る基本的な考え方、取組の方

向性、具体的な事業を定めています。 

     もとより行政は互助や共助を支援していく役割を担っており、一方、社会福祉協議会は

互助や共助を実践していく立場にあります。このことから、本市の「地域福祉計画」と市

川市社会福祉協議会の「わかちあいプラン」は車の両輪の関係にあり、地域福祉の増進に

は両者が一体となった取組が不可欠です。 

第４期計画より、小域福祉圏（１４地区）ごとの地域課題に関する進行管理・検証を共

通のフォーマット（「振り返りシート」、８６ページ）で行うこととするなど、「地域福祉

計画」と「わかちあいプラン」は、これまで以上に連携を強化し、協力する体制を確立し

ていきます。 

 

 


